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MIXING & ROUTING

オートメーションデータを
グラフィカルに書き込みたい080808

オートメーションを利用して、急激なフェーダーの動きや正確な位置でのミュートを行いたいことがあります。こういった書き込

みはリアルタイム操作で行うのが難しいため、トラック領域上にオートメーションデータをグラフィカルに表示し、マウス操作な

どで書き込むのが現実的です。また、リアルタイムで書き込んだオートメーションデータを表示しエディットすることもできます。

　オートメーションボタン表示ボタン❶をクリック
し点灯すると、トラックヘッダにオートメーション

ボタン❷が表示され、すでにオートメーションが書
き込まれている場合はトラックにその内容を表示し

ます❸。
　オートメーションボタンがオン（デフォルト）にな

っていると、リアルタイムでのオートメーションの書

き込みと、記録されたオートメーションの実行が可

能になります。

　オートメーションモードはメニュー❹で選択しま
す。オートメーションボタンがオフの場合、トラック

ヘッドでのモード表示がグレーアウトします❺。
　オートメーションボタンの下にあるメニュー❻
で、トラックやオートメーション表示レーン上に表

示するパラメータ（つまみ）を選択します。�❼を
下向きにして新たなオートメーション表示レーンを

開き、異なるパラメータを表示できます。

メインウィンドウのトラック領域にオートメーションデータを表示するには HowTo
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デフォルトでオートメーション表示できるパラメータは、ボリューム、パン、ソロ、ミュー
トの4種類だけですが、その他のパラメータも、いったんリアルタイムでオートメーショ
ンデータを書き込むと、以降選択可能になります。

POINT 

❹

再生しながらリアルタイムでオートメーションを書き
込む方法については「オートメーションデータをリア

ルタイムで書き込みたい」（P325）を参照してください。

Auxチャンネルでオートメーションを利用する際に、対
応するAuxトラックがない場合は、Auxチャンネルスト

リップの上で右クリック（control＋クリック）し、メニューか
らトラックを作成を選んで、そのAuxチャンネルストリップに
対応するAuxトラックを作成します。また、ミキサーのローカ
ルメニューからオプション→選択したチャンネルストリップの
トラックを作成を選択してもAuxトラックを作成できます。

ソフトウェア音源トラックでは、コントロールチェンジ
の7（ボリューム）と 10（パン）のメッセージは、チャ

ンネルストリップのフェーダーとパンポットに対する信号に
なります。したがって、MIDIドローとオートメーションの両
方から、同じコントローライベントを利用してフェーダーと
パンポットをコントロールできることになります。両方に異
なる値を書き込むと、動作が混乱する元になりますから、い
ずれかを選択して使用するようにするといいでしょう。


